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令和８年６月 下田市教育委員会定例会 会議録 

 

　令和８年６月29日（月）13時30分、下田市教育委員会定例会を下田市役所河内庁舎多目的室に

招集した。 

 

出席委員は次のとおりである。 

山田　貞己　　教育長 

宮内　慎也　　委　員 

西川　紀栄　　委　員 

礒崎　真紀子　委　員 

（宮川 大輝委員　欠席） 

 

 

委員以外に出席した者は次のとおりである。 

平川　博巳　　　学校教育課長 

増山　順一郎　　生涯学習課長 

宇仁　猛　　　　学校教育課参事 

稲葉　元紀　　　学校教育課　課長補佐兼学校教育係長 

土橋　一登　　　生涯学習課　社会教育係長 

坂部　琢　　　　生涯学習課　文化スポーツ係長 

 

 

本会議録調製者は次のとおりである。 

須田　翔悟　　　学校教育課　主事 

 

１　開会 

13時30分　教育長開会を宣す。 

 

２　会議録署名人選出 

会議録署名人に　西川　紀栄　委員を選出。 

 

３　５月定例会会議録承認 

事務局より報告、承認。 

 

４　教育長報告事項 

　　６月事業報告、７月事業計画について、学校教育課参事、生涯学習課長が資料に基づき説明。 

 

 教育長 （委員で共有すべき新聞記事等について説明） 

一流の靴の履き方は？（５月28日付　伊豆新聞） 

サンワークで開かれた「ジュニア・アスリート・コンディショニング講座」の紹

介。市内スポーツ団体に所属する子どもや保護者、指導者など60人が参加。 

裾野高校存続を要望（５月28日付　静岡新聞） 

裾野高校、御殿場南高校、御殿場高校の県立３校の統合構想について、裾野市が
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 県の前澤教育長に要望書を提出。北駿地区における高校再編の動向。 

プロ野球阿部監督の話題（５月29日付　伊豆新聞） 

児童相談所と警察の迅速な対応が機能した事例。一方で、子どもがAIに対応を聞

いて行動した点について、今後の情報モラル教育や向き合い方の観点から注視

する必要性を提示。 

子ども向けにクマ対策動画（５月30日付　静岡新聞） 

全国的な出没・被害増加を受け、児童生徒向けに登下校時の注意点や出没時の対

策をまとめた動画を、環境省と文部科学省の連携で作成し公表。 

相良中での詐欺被害（５月30日・31日、６月２日付　静岡新聞） 

牧之原市相良中学校におけるサポート詐欺被害。職員室のパソコンに表示され

た警告画面の指示に従い操作した結果、修学旅行の積み立てなど1000万円を超

える公金が不正送金された事例。これを受け、下田市内でも事務職員を中心に注

意喚起を実施。 

稲取高校陸上部 県高校総体の結果（６月２日付　伊豆新聞） 

下田中学校出身の里見伊織さん（３年）が走り高跳びで２位（自己ベスト1m67）。

河津中学校出身の堀内さんがハンマー投げ・やり投げでともに５位。それぞれ東

海大会（岐阜県）への出場を決定。 

教員採用試験選択問題に不備（６月３日付　静岡新聞） 

５月に実施された教員採用試験の筆記試験において、選択問題の選択肢に不備

が発覚した事例。 

ＳＮＳきっかけの小学生犯罪被害 増（６月３日付　静岡新聞） 

スマートフォンの利用低年齢化を背景に、SNSをきっかけとした小学生の犯罪被

害が前年比２割増の167人となった実態（2025年警察庁まとめ）。学校での情報

モラル教育強化の必要性を共有。 

下田高校女子ソフトテニス部団体優勝（６月４日付　伊豆新聞） 

県高校総体にて、11人の部員が一丸となり2008年創立以来初の団体優勝を達成

（前身の下田北校創立まで遡っても初の快挙）。全国大会出場を決定。個人でも

一組がベスト４で全国大会へ。 

台風６号の被害記事（６月４日付　伊豆新聞） 

台風接近に伴い、市内小中学校は前日に休校を決定。各学校で雨漏りやグラウン

ドの冠水などの被害はあったが、児童生徒の安全は確保され、大きな事故や被害

には至らなかった旨を報告。 

長泉町立小学校の支援員縮小（６月５日付　静岡新聞） 

これまで１、２年の全クラスに配置していた特別支援員を１年生のみに縮小。ま

た、学校図書館補助司書の全校一律配置を廃止し、学校の実情に応じた柔軟な配

置方針へ転換した事例。 

図書館核に複合施設（６月６日付　伊豆新聞） 

下田市中央公民館の今後のあり方について、図書館を核とした複合施設化に向

けて市民からの意見公募（パブリックコメント）を募りながら進めていく方針。 

県高校野球チーム紹介（６月６日付　静岡新聞） 

夏の大会を前にした高校野球のチーム紹介。常葉大菊川高校３年に下田中学校

出身の小川君が在籍し、活躍している旨の紹介。 

下田高校陸上部（６月９日付　伊豆新聞） 
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 下田中学校出身の関谷さんが円盤投げで６位に入賞し、東海大会への出場を決

定。 

馬場心さんの紹介記事（６月11日付　静岡新聞） 

清水町から優れたサーフィン環境を求め、下田中学校に転入した生徒の紹介。現

在は通信制高校に在籍しながら下田と清水町を拠点に練習に励み、９月のISA世

界ジュニアサーフィン選手権での金メダルを目指している。 

デジタル教科書正式導入（６月11日付　静岡新聞） 

文部科学省のデジタル教科書導入方針について。小学校４年生以下の完全デジ

タル化は見送り、全学年において国語・社会・道徳の３教科は当面デジタル教科

書への移行を認めない方針が示された。これに関連し、海外におけるデジタル・

AI規制の動向や日本の2030年全面導入への懸念等を共有。 

松本選手３位（６月12日付　伊豆新聞） 

競泳の日本選手権50メートル自由形において、松本選手が３位に入賞。９月のア

ジア大会代表に内定した。 

東部通信陸上 賀茂地区上位の中学生 県大会へ（６月13日付　伊豆新聞） 

沼津市で行われた東部地区予選会の結果、賀茂地区の上位中学生が県大会への

出場権を獲得した。 

精神疾患による休職動向（６月18日付　静岡新聞） 

県教委による2025年度教職員の長期療養状況まとめ。長期療養者（527人、前年

比84人減）、精神疾患者（334人、前年比29人減）ともに減少傾向にあるものの、

依然として休職理由全体の６割を精神疾患が占めており、特に20代女性におけ

る仕事と育児・子育ての両立の悩みが顕著である実態を共有。 

全国書き初め展覧会・硬筆（６月19日付　伊豆新聞） 

全国規模の展覧会において、下田高校南伊豆分校２年の笹本さんが学年４位相

当、下田中学校３年の原慶彦さんが８位相当の特別賞（上位賞）を受賞した快挙。 

教職員3980人住民税手続き失念、未納付（６月19日付　静岡新聞） 

静西教育事務所管内の小中学校教職員分について、電子処理上のミスにより住

民税が未納付となっていた事案の報告。 

 教育長 教育長報告事項は以上です。質疑等ございますか。 

 礒崎委員 精神疾患による休職者が減少しているとはいえ、依然として現場の厳しさは続いて

いる。休職者が出た際、代替教員の確保が大変だと思うが、近年の下田市の状況は

どうなっているか？

 事務局 下田市では精神疾患にまで至るケースは多くないが、一定の休職者は発生している。 
代替教員についても休職者が多くはないため何とか探しだしている。

 教育長 その他に質疑等ございますでしょうか。

 全委員 （質疑なし）
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５　議事 

(１)　議第36号　下田市学校徴収金システムサービス事業者選定委員会設置要綱の制定につい

て 

 

(２)　議第37号　下田市就学支援委員会規則の一部を改正する規則の制定について 

 

(３)　議第38号　要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

 

 

６　協議報告事項 

　６月市議会一般質問について 

　　中学校給食無償化について（令和８年10月～令和９年３月） 

 

 

７　閉会 

次回開催日を７月28日（火）13時30分からに決定。 

教育長　14時30分に閉会を宣す。 

 

会議録署名人

 教育長 「議第36号　下田市学校徴収金システムサービス事業者選定委員会設置要綱の制

定について」を議題といたします。事務局より説明をお願いします。

 （事務局より資料に基づき概要説明） 

 教育長 このことについて質疑等ございますでしょうか。 

 全委員 （質疑なし） 

 教育長 議第36号について、原案のとおり承認することで決定しました。

 教育長 「議第37号　下田市就学支援委員会規則の一部を改正する規則の制定について」

を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。

 （事務局より資料に基づき概要説明） 

 教育長 このことについて質疑等ございますでしょうか。 

 全委員 （質疑なし） 

 教育長 議第37号について、原案のとおり承認することで決定しました。

 教育長 議第38号については、非公開での審議とさせていただきます。

 〈非公開での審議〉  

３月仮認定者28名のうち24名を認定 


